
進捗報告会の様子 

■ 進捗報告会（加古川水系河川整備計画）の概要   

 

（平成24年11月29日（木）10:00～12:00 姫路河川国道事務所にて） 

 

平成23年12月に策定された加古川水系河川整備計画（国管理区間）に基づく事業の進捗やその点検結果の報告

を道奥委員、神田委員（加古川流域懇談会のメンバー）に行い、意見を伺いました。 
 

 

 
 
①河川管理者挨拶 

 平成23年12月に策定された加古川水系河川整備計画（国管理区間）に基づく事

項の進捗やその点検結果の報告を行いますので、ご指導、ご意見をいただきたいと

思います。 
 

②主旨説明 

 進捗点検の進め方と本報告会の目的について説明しました。 

・進捗点検として３年毎に加古川流域懇談会と毎年の進捗報告会を予定している。 

・毎年の進捗報告会では、実施した事項の進度、効果について問題が無いか確認し

ていただくとともに、加古川流域懇談会に向けた調査、評価方法などについての

アドバイスをいただくことを目的としている。 
 

③進捗報告（●：委員による意見、提案、◇：事務所回答） 
 

●次年度以降の目標を記載することは出来ないでしょうか。

可能であればガントチャート、工程表のようなものが望

ましいと思います。 

◇治水事業のように目標を示せる項目については、加古川

流域懇談会の開催間隔である３年を目安に予定を示す方

法について検討していきます。 

 

●津波など急に議論すべきテーマが現れる可能性があり、

加古川流域懇談会を招集する体制は整えておいた方がよ

いでしょう。 

 

●正常流量の評価をどう考えていくのでしょうか。 

◇正常流量が確保できているかどうかを確認していきたい。 

●他河川との比較をしてはどうでしょうか。 

◇評価することについて検討していきます。 

 

●河川の流量確定に２年もかかるのは、国民目線でみれば

遅いと感じます。 

 

●掘削の再堆積について、上中流は動きながら動的に断面

を維持するのがよく、最下流は静的に断面を維持するの

がよいと思います。区間毎に考えを変えてもよいのでは

ないでしょうか。ダイナミズムを活かした維持が望まし

いと思います。 

 

●魚道整備効果の評価はどのように行うのでしょうか。遡

上調査から遡上数で評価するのでしょうか。 

◇水辺の国勢調査の結果から、対象とする魚種が横断工作

物の上下流の生息域で確認されればよいという判断です。 

 

●堤防除草の刈草の堆肥化試験の結果については、他河川

にも情報共有した方がよいでしょう。 

 

●加古川大堰の塗装について、新しい技術を取り入れコス

ト縮減を図っていることを、流域懇談会で説明していけ

ばよいでしょう。 

 

●伐採後の樹木の成長具合に関するデータを蓄積していっ

て欲しいと思います。詳細な調査はできないと思うので

ラフな調査でよいと思います。 

 

●地域連携についてのアウトカムとして、参加者がどのよ

うな意識で参加したか等の評価が必要だと思います。ア

ンケート、ヒアリングなどで情報を把握した方がよいで

しょう。 

 

●河川管理、点検など、これまで継続して実施しているよ

うなものの報告は簡単なものか、なしでもよいと思いま

す。 

④閉会 

 本報告会において、加古川水系河川整備計画（国管理区間）に基づいて実施したH２３事業の進捗やそ

の点検結果について問題がないことを確認し閉会しました。 

報告会の内容 
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